
           

法
人
代
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理
事
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恵

泉

女

学

園

大

学

大

学

院

教

授 

大
日
向 

雅
美 

 

二
月
に
入
っ
て
関
東
地
方
は
何
十
年
に
一
度

と
い
う
大
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
早

春
賦
「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
」
の
詞
が

身
に
沁
み
た
思
い
で
し
た
。 

こ
の
四
月
か
ら
消
費
税
増
税
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
生
活
防
衛
上
の
不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
こ
の
増
税
分
は
社
会
保
障
に
、
わ
け
て
も

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
に
希
望
の
光
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
国
や
各
自
治
体
に
お
い
て
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
が
開
催
さ
れ
、
来
年
発
足
の
新
制
度
の

構
築
に
向
け
て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
環
境
が
さ
ら
に
改
善
さ
れ
る
こ
と

を
、
そ
し
て
、
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。 

  

  

           

監
事
・
公
認
会
計
士 

 
 

 

松
村 

正
一 

 
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
が
地
域

で
の
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て
開
設
以
来
十
年

を
過
ぎ
、
十
一
年
目
を
走
り
出
し
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
、
ま
な
び
あ
い
、
わ
か
ち
あ
い
、
そ

だ
て
あ
い
、
の
あ
い
と
港
区
か
ら
の
船
出
と
寄

港
先
と
し
て
の
ぽ
ー
と
か
ら
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」

と
名
付
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

名
前
が
こ
の
十
年
の
活
動
を
通
し
て
全
国
的
に

知
名
度
を
高
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え

に
大
日
向
施
設
長
の
懸
命
な
努
力
と
新
澤
代
表

理
事
を
始
め
と
す
る
各
理
事
の
積
極
的
な
支

援
・
事
務
局
の
皆
さ
ん
そ
し
て
何
よ
り
多
く
の

サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
が
あ
っ
て
の
賜
物
と
拝
察

し
ま
す
。 

 

当
法
人
の
目
的
は
、
子
育
て
支
援
と
女
性
の

社
会
参
加
の
支
援
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
は
今
、
国
が
喫
緊
の
少
子
化
対
策
と
し

て
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
政
策
の
重
要
な
柱
と

し
て
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
あ
い
・
ぽ
ー

と
」
は
そ
の
先
駆
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
変
重

要
な
社
会
貢
献
を
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

十
一
年
目
を
迎
え
て
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
更
な
る
十
年
の
経
営
で
も
積
極
的

に
提
案
で
き
る
法
人
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
経
営
の
安
定
の
為
に
も

大
日
向
代
表
理
事
の
下
、
法
人
内
に
次
代
を
担

う
人
材
を
育
成
し
て
頂
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

法
人
理
事
・
バ
オ
バ
ブ
保
育
園
小
さ
な
家 

遠
山 

洋
一 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
設
立
、
あ
れ
か
ら
も
う
十
一
年
目
を
迎

え
る
の
だ
な
あ
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
は
そ
の
間
そ
の
ご
く
一
部
を
お
手
伝
い
し
て

来
た
だ
け
で
、
養
成
講
座
の
レ
ジ
ュ
メ
も
殆
ど

変
え
る
こ
と
な
く
来
て
、
受
講
者
の
感
想
を
拝

見
す
る
と
、
私
が
思
う
以
上
に
新
鮮
に
聞
い
て

下
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
ほ
っ
と
し
、

励
ま
さ
れ
て
も
来
ま
し
た
。 

 

世
の
中
は
、
こ
の
十
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
の
下
で
金
融

を
中
心
と
し
た
激
し
い
動
き
に
翻
弄
さ
れ
、
政

治
的
に
は
民
主
党
政
権
の
三
年
余
を
挟
ん
で
大

き
な
揺
り
戻
し
が
あ
り
、
新
た
に
突
き
つ
け
ら

れ
た
原
発
問
題
を
ど
う
受
け
止
め
、
未
来
を
ど

う
切
り
拓
い
て
行
く
か
の
国
民
的
合
意
も
得
ら

れ
な
い
ま
ま
に
来
て
い
ま
す
。 

 
子
育
て
支
援
の
分
野
で
は
十
年
前
の
頃
を
思

い
返
す
と
、
次
世
代
育
成
行
動
計
画
の
策
定
が

各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
、
国
レ
ベ
ル
で
は
幼
保

に
ま
た
が
る
第
三
の
総
合
施
設
の
創
設
と
い
う

課
題
を
中
心
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、

各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
地
域
で
様
々
な
試
み
を
始
め

て
い
ま
し
た
。 

 

十
年
経
っ
た
今
、
あ
の
頃
の
機
運
が
懐
か
し

く
感
じ
ら
れ
る
の
は
私
の
個
人
的
な
、
あ
る
い

は
ロ
ー
カ
ル
な
感
覚
で
し
ょ
う
か
。
二
〇
一
五

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
を
機
に
、
新
た
な
展
開
が
沸
き
起
こ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

法
人
理
事
・
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

堤 

桂
子 

五
年
ほ
ど
前
、
子
ど
も
向
け
の
新
番
組
を
立

ち
上
げ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
こ
れ
悩

ん
だ
末
、“
椅
子
”
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
て
、

番
組
の
主
人
公
に
し
よ
う
！
こ
う
決
め
ま
し
た
。

「
え
？
な
ん
で
、
ま
た
椅
子
な
の
！
」 

周
囲

か
ら
何
度
も
そ
の
理
由
を
尋
ね
ら
れ
、
不
思
議

に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
に
は
“
椅
子
”
に
込

め
た
ひ
と
つ
の
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

“
椅
子
”
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
心
地
よ
い

居
場
所
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
っ

た
か
ら
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番
居
心
地

の
よ
い
の
は
家
で
あ
り
、
家
族
と
一
緒
の
場
所

で
し
ょ
う
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て

い
く
た
め
に
は
外
に
出
て
、
少
し
ず
つ
社
会
を

広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
が
、
安
心
し
て
の
び
の
び
で
き
る
居
場
所

を
見
つ
け
、
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
場
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
は
、
す
こ
や
か
な
成
長
に
は
欠

か
せ
な
い
プ
ロ
セ
ス
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
が
激
変
し
た
と
い
わ

れ
る
十
年
。
あ
い
・
ぽ
ー
と
は
、
ず
っ
と
子
育

て
中
の
家
族
に
と
っ
て
大
切
な
居
場
所
で
し
た
。

ど
れ
だ
け
の
親
子
が
あ
い
・
ぽ
ー
と
の
存
在
に

励
ま
さ
れ
、
助
け
ら
れ
育
っ
て
い
っ
た
だ
ろ
う

と
思
う
時
、
ほ
っ
と
温
か
い
気
持
ち
に
つ
つ
ま

れ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
次
の
十
年
も
、
そ
の
信
頼
が
変
わ

る
こ
と
は
、
き
っ
と
な
い
で
し
ょ
う
。
居
心
地

の
良
さ
は
、
そ
こ
で
待
つ
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
、
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。 

第 23 号 
「あにわにわ」とは、ニュージーランドの 

マオリ語で「虹」を意味しています。 
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特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

子育てひろば「あい・ぽーと」 
住所：107-0062 東京都港区南青山 2-25-1 

電話：03-5786-3250 ＦＡＸ：03-5786-3256 

Ｅ－ｍａｉｌ：info@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 
 

人材養成事業推進室 
住所：106-0031 東京都港区西麻布 2-24-25-509 

電話：03-6657-8539 ＦＡＸ：03-3499-8539 

Ｅ－ｍａｉｌ：station@ai-port.jp 

ＵＲＬ：http://www.ai-port.jp 

地域の子育て支援をつなぐニュースレター 
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支援者さん ご活躍紹介 

家庭的保育者（保育ママ）ご活躍 

〈千代田区家庭的保育室「あい・ぽーと」小さな家東神田〉 

小さな家東神田 齋藤馨子 
 昨年９月２日にあい・ぽーと 小さな家 東神田が開室し、６ヶ月が経ちました。 
子ども達は小さな家での生活、保育者やお友達にも慣れ、毎日元気に登園しています。 
主張表現は様々ですが、小さくても、生きる力を感じます。大切なお子様を託されている 
親御さんにとって、小さな家東神田が安心できる第 2 のお家になるよう、子ども達一人 
ひとりに合わせた家庭的保育・子育て家族支援を保育者全員で進めてまいりたいと思います 
ので、よろしくお願いします。 
 
 

〈浦安市（三友ママ・野田ママ）〉 

「保育ママの活動を通じて」 浦安市保育ママ 三友眞貴子 

 子育てが終わり、孫育ては一段落。これからは、地域の子育てに全力投球！ 

こんな気持ちから昨年 61 歳で保育ママになりました。一所懸命、夢中で駆け 
抜けた一年間でした。 
【保育目標】自立へのステップを一歩一歩、歩ませつつ、五感と好奇心を育て 
ていく！【月毎の保育の狙い】を個人毎に定め、利用者の成長を見守りました。 
主なイベントは保護者参観を兼ねた昼食会・裏庭での野菜収穫、プール遊び・ 
動物と触れ合う遠足・仮装を楽しむハロウィンパーティ・特技披露の Xmas 
パーティ等々。沢山の思い出 は、【^o^ちゃんのあゆみ(これなぁに)】に、 
一ヶ月ごとの作品と写真を収め、卒室の時に進呈します。 
来年度も、ワクワク•ドキドキ感を心掛けて自立へのお手伝いをさせて頂く所存です。 
 
 

「じっくりと子どもに向える喜び、そして毎日が発見！」 浦安市保育ママ 野田まみ 
 保育ママを始めて１年。一人で上手くできるかしら・・という不安からのスタート 
でした。「大変な母親(父親)業をサポートしたい！働く親を助けたい！」という 
強い想いが活動の出発点です。保育園勤務経験から少人数保育に興味を持ち、 
現在“保育ママ”という形で実現できていることは大きな喜びです。日々目覚まし 
く成長する子どもを“一人一人じっくりときめ細やかに育ちをサポートできる” 
ことは保育者として大きな満足感・充実感になっています。子どもの成長は 
もちろん、自分や補助者の方々の成長も感じ“毎日が発見”でいっぱいです。 
今では自分一人ではなく、親御さん・補助者・連携保育園・浦安市担当職員の 
協力体制により子どもを中心に助け合う保育・価値・感謝を実感したことが一番の 
発見です。未来に出会う子どもたちにも本当にワクワクしています。 
 

保育士試験受験バックアップコース受講 

13 年度 保育士資格取得 栗田進二さん（子育て・家族支援者 2 級、子育て・まちづくり支援プロデューサー） 

 支援者 3 級の認定式が終わった翌週から「保育士試験受験バックアップ講座」を受講しました。教材と試験問題集を購入し
て独学する私にとって、各学科のどういう点が試験に出やすいか『受験』に絞り込んだ解説は、短期間に必要な知識を覚える
上で大きな力になりました。1 年目の受験は 2 科目が不合格。2 年目は「法改正に伴う問題は必ず出る」というバックアップ
講座のアドバイスを胸に刻み、設置基準の改正点などを重点的に学習したおかげで全科目合格、実技試験も無事にパスしまし
た。ゼロからの出発で保育士証を手にできたのもバックアップ講座のおかげです。 

 

今年も開講予定ですので、是非お誘い合わせの上、ご参加ください。 

期 間：3 月 1 日（土）～7 月 26 日（土）（日程の詳細はＨＰで） 

対 象：子育て・家族支援者及び子育て・家族支援者養成講座受講生 

受講料：＜講義＞一般 15,000 円 学生 8,000 円 ＜実技＞一般 10,000 円 学生 5,000 円 

会 場：子育てひろば「あい・ぽーと」２Ｆ 多目的ホール 

講 師：大日向雅美（恵泉女学園大学大学院・子育てひろば「あい・ぽーと」施設長）他 

申し込み期限：2 月 20 日（木）必着 ※ご希望の方は、要相談 

お問い合わせは、あい・ぽーと 担当：高橋まで（ＴＥＬ：03-5786-3250） 

 

子育て・まちづくり支援プロデューサーさんご活躍 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2013 年 5 月から今日までの活動について 

 講座を修了した 36 名が子育て・まちづくり支援 

プロデューサーとして、各々の趣味や得意な分野を 

活かし活動を行っています。 

2013 年    

5/20～25  ウェルカムウィーク 

6/22   ひだまり市場 

7/31～8/9  千代田区フレンズビレッジ 

8/7、8/26  花育講座 

8/12   丸の内キッズジャンボリー 

9/28   秋のひだまり市場 

9/30～10/5 １０周年ウィーク 

10/6   みなとキッズフェスタ 

12/14  エコ掃除 

2014 年    

12/26、1/6  千代田区フレンズビレッジ〈冬休み〉 

1/6～1/11  お正月ウィーク 

●今後の活動予定 

3/1  新春餅つき 

3/15  港区子ども家庭支援センター 

お誕生日会＋まちプロタイム 

今後も、まちプロは地域の子育てを応援するために、 

豊富な知識と経験を活かして活動していきます。 

応援の程、どうぞよろしくお願い致します。 

●まちプロさん認定までの流れ 

 2013 年 2 月に行われた記念シンポジウムを皮切りに養成

講座が開講しました。全 8 回の講座に 55 名の受講生が子育

てやまちづくりに関わる講義に耳を傾け、意欲的に取り組み

ました。認定式では活動提案発表会が行われ、認定者から、

団塊世代の男性が持つ特徴を活かした提案を発表しました。

港・千代田区・浦安市のご担当者の方々からは提案実現に向

けて前向きなお言葉を頂き、まちプロの本格的な門出となり

ました。 

 

『子育て・まちづくり支援プロデューサーとは』 

 長年、企業や組織等で培った豊富な知識・技術・経験を地域

の子どもや子育て世代のために発揮したいと願う熱意にあふ

れた団塊世代の男性たちです。“現役時代の名刺で勝負！”と

うたった本法人が企画運営する人材養成講座を受講し、認定を

受けたシニア男性たちです。 

 

ひだまり市場 

 
子育て中の皆さんの為に企画し運営を行いました。会場は買い物を

楽しむご家族で賑わい、大盛況のイベントとなりました。 

花育講座 

 
恵泉園芸センターとの協働で、青山小・赤坂小のお子さんの夏休みの 

自由研究をお手伝いするプログラムを実施しました。暑い夏の日差し 

の中、市場見学やフラワーアレンジメント体験をサポートしました。 

みなとキッズフェスタ 

 
“働く”を体験するコーナーを実施しました。子ども達に寄り添いながら、

一緒にお仕事体験プログラムを楽しみました。 

お正月ウィーク                        

 
獅子舞に扮したまちプロさんがあい・ぽーとの館内を練り歩きました。

お正月の伝統遊びも行われ、ひろばは一層賑わいました。 

 

 



【バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
研
修
情
報
】 

〈港
区
〉 

三
月
四
日
（火
）十
二
時
～
十
三
時
三
十
分 

内
容 

支
援
現
場
Ｑ
＆
Ａ 

講
師 

大
日
向 

雅
美
（恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

あ
い
・ぽ
ー
と
二
階
ホ
ー
ル 

 

四
月
七
日
（月
）十
三
時
～
十
四
時
三
十
分 

内
容 

支
援
現
場
で
求
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
と
し
て 

 
 
 
 

の
動
き 

講
師 

飯
野
智
子
（ホ
テ
ル
シ
ョ
コ
ラ
函
館
総
支
配
人
） 

会
場 

あ
い
・ぽ
ー
と
二
階
ホ
ー
ル 

 

五
月
十
四
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

内
容 

気
に
な
る
子
ど
も
と
親
へ
の
理
解
と
関
わ 

 
 
 
 

り
方 

講
師 

上
原
芳
枝 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ーo

ne 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

代
表
理
事
） 

会
場 

あ
い
・ぽ
ー
と
二
階
ホ
ー
ル 

〈千
代
田
区
〉 

三
月
四
日
（火
）十
時
～
十
一
時
三
十
分 

内
容 

国
の
施
策
等
の
情
報
提
供
と
活
動
状
況 

 
 
 
 

報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向 

雅
美
（恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
七
階 

 

四
月
七
日
（月
）十
時
～
十
一
時
三
十
分 

内
容 

支
援
現
場
で
求
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
と
し
て 

 
 
 
 

の
動
き 

講
師 

飯
野
智
子
（ホ
テ
ル
シ
ョ
コ
ラ
函
館
総
支
配
人
） 

会
場 

千
代
田
区
役
所
四
〇
四
会
議
室 

 

五
月
十
二
日
（
月
）
十
時
三
十
分
～
十
二
時 

内
容 

支
援
現
場
に
お
け
る
課
題
と
助
言 

講
師 

大
日
向 

雅
美
（恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

千
代
田
区
役
所
四
〇
四
会
議
室 

〈浦
安
市
〉 

〔一
般
〕 

三
月
五
日
（水
）十
四
時
十
五
分 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

～
十
五
時
四
十
五
分 

内
容 

国
の
施
策
等
の
情
報
提
供
と
活
動
状
況 

 
 
 
 

報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向 

雅
美
（恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
三
・四
会
議
室 

 

四
月
十
四
日
（
月
）
十
三
時
～
十
四
時
三
十
分 

内
容 

子
育
て
・ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の 

 
 

 
 

 

視
点
か
ら
み
た
地
域
支
援 

 
 
 
 

 

～
支
援
者
と
の
協
働
を
目
指
し
て
～ 

講
師 

子
育
て
・ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

会
場 

未
定 

 
五
月
九
日
（金
）十
時
三
十
分
～
十
二
時 

内
容 
国
の
施
策
等
の
情
報
提
供
と
活
動
状
況 

 
 
 
 

報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向 
雅
美
（恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

未
定 

〔ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〕 

三
月
五
日
（水
）十
六
時
～
十
七
時
三
十
分 

内
容 

国
の
施
策
等
の
情
報
提
供
と
活
動
状
況 

 
 
 
 

報
告
及
び
課
題
解
決
に
向
け
た
助
言 

講
師 

大
日
向 

雅
美
（恵
泉
女
学
園
大
学
大
学
院
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

本
法
人
代
表
理
事
） 

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

三
・四
会
議
室
・多
目
的
室 

〈高
浜
市
〉 

二
月
二
十
六
日
（水
）①
十
一
時
～
十
二
時
三
十
分 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

②
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時 

内
容 

①
安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

 
 
 
 

②
個
人
情
報
の
保
護 

講
師 

榎
本
三
千
雄 

 
 

（
（株
）イ
ー
・
ケ
ア
・サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役
） 

会
場 

高
浜
市
中
央
公
民
館 

団
体
研
究
室
（一
階
） 

【講
座
情
報
】 

十
月
～
十
二
月
に
か
け
て
、
各
地
で
子
育
て
・

家
族
支
援
者
養
成
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

港
区
・
千
代
田
区
・
浦
安
市
で
二
級
講
座
が
行

わ
れ
、
約
二
カ
月
間
に
わ
た
る
講
座
・
実
習
を
修

了
し
、
総
計
三
十
六
名
の
方
が
新
し
く
子
育
て
・

家
族
支
援
者
と
し
て
認
定
・
準
認
定
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
二
級
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
派
遣
型

保
育
の
現
場
へ
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

各
自
治
体
で
認
定
・
準
認
定
を
受
け
ら
れ
た

方
々
の
人
数
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。 

 

【港
区
】 

子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（二
級
十
二
期
） 

 

認
定
者 

十
一
名 

 
 

準
認
定 

二
名 

 

【千
代
田
区
】子
育
て
・家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（二
級
五
期
） 

 

認
定
者 

八
名 

 

【浦
安
市
】 

子
育
て
・
家
族
支
援
者
養
成
講
座 

（二
級
七
期
） 

 

認
定
者 

二
十
二
名 

準
認
定 

二
名 

 

支
援
者
養
成
講
座 

 

開
講
中 

【高
浜
市
】
（基
礎
研
修
） 

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
一
日
（
水
） 

 
 
 
 

 

～
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
六
日
（水
） 

 
【子
育
て
・ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
】 

（二
期
） 

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
五
日
～
三
月
一
日 

 

【港
区
】
（三
級
十
四
期
） 

二
〇
一
四
年
一
月
十
七
日
（金
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

～
三
月
二
十
八
日
（金
） 

 

【人
材
養
成
ス
タ
ッ
フ
よ
り
】 

事
務
局
長 

池
田
由
記 

 

人
材
養
成
講
座
が
開
講
し
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ

十
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
子
育
て
支
援
の
志

を
同
じ
く
す
る
、
沢
山
の
皆
様
が
、
あ
い
・
ぽ
ー

と
に
集
い
、
学
び
を
深
め
、
支
援
者
と
し
て
地
域

の
子
育
て
家
庭
の
た
め
に
、
ご
活
躍
し
て
下
さ
り
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

人
材
養
成
推
進
室 

室
長 

古
閑
祐
樹 

 

「
子
育
て
・
家
族
支
援
者
」
の
養
成
か
ら
始
ま
っ

た
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
の
人
材
養
成
も
、
「
子
育
て
・

ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
養
成
へ
と

繋
が
り
、
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら
発
展

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
お
力
を
子
育
て
家

庭
に
届
け
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

講
座
運
営
・管
理
・企
画 

主
任 

齋
藤
洋
未 

 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
段
階
か
ら
認
定
者
輩
出
に

至
る
ま
で
、
各
自
治
体
の
皆
様
や
講
師
の
先
生

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
で
す
。
新
た

な
知
識
を
得
て
喜
び
、
活
動
へ
の
意
欲
を
語
ら
れ

る
受
講
生
の
お
姿
に
、
私
も
力
付
け
ら
れ
ま
す
。 

サ
ポ
ー
ト
事
業 

主
任 

松
野
下
幸
恵 

 

支
援
者
さ
ん
と
利
用
者
さ
ん
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
を
し
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
の
ご
支
援
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

人
材
養
成
推
進
室 

高
橋
喜
子 

 

子
育
て
・ま
ち
づ
く
り
支
援
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

皆
様
か
ら
、
日
々
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
感
謝
の
限

り
で
す
。
今
後
“ま
ち
・プ
ロ
”の
名
前
が
よ
り
一

層
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
よ
う
、
お
力
添
え
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

千
代
田
区
担
当 

蒲
生
好
永 

 

千
代
田
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
活
動
の
場

の
拡
大
に
伴
い
、
支
援
者
さ
ん
の
益
々
の
活
躍
に

よ
り
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
私
も
支

援
者
さ
ん
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
、
サ
ポ
ー
ト
を

務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 


	あにわにわ通信第23号 P.1(大日向確認）
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